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１．はじめに 

本工事は，一般国道 246 号の東京都世田谷区池尻 2 丁目～太子堂 1 丁目において，首都高の大規模更新工事

に伴い、橋脚と一体構造物である共同溝上床版部の鉄筋の増設耐震補強を行うものである．区間は渋谷～三軒茶

屋共同溝の L=810m で，電力特別高圧ケーブル，NTT 幹線が設置さ

れている共同溝内という狭隘環境下で過密配筋である既設構造物に

アンカー筋挿入のための上向き削孔を行った．アンカー削孔を行うに

あたり，OLTHO 写真測量を用いて 50 年前の構造物の配筋図を橋脚

ごとに読み取り，既設鉄筋配置を3D 図面化した．また，作業所全員で

事前講習を受けたメタルセンサー及び鉄筋センサーを常時併用し，

各橋脚に施工管理表の掲示を行うなどの対策を継続して行った．そ

のため到達孔・不到達孔合わせると 5000 箇所程度の削孔数となった

が，一本も既設鉄筋の切断事故を起こすことなく，工事を完了させた．

本論文では施工時の上記対策についての詳細を報告する． 

 

２．本工事の問題点について 
本工事では，主に２つの問題点があった． 

問題点① 各橋脚と一体構造となっている上床版の厚さ（1100～1600mm）が違うため削孔長が異なり，また既設の

電力設備箇所ではアンカーに機械式継手を使用するため，削

孔径が異なった．そのため貫通や過掘り及び，既設構造物鉄筋

やアンカーフレーム等の損傷が懸念された．それら全て重大な

品質事故にあたるため，絶対的な損傷防止が求められた． 

問題点② コア削孔時に既設鉄筋干渉等によって不到達孔

が増加し，既設躯体断面の空隙率が増え上床板の耐荷力が低

下するため，コア削孔により生じる空隙率の上限値を設定する

必要があった．図 2 に不到達孔を含む削孔出来形図を示す． 

 

３．問題点①の対策とその効果 
３．１．問題点①の対策 

（１）対策その１：OLTHO 写真測量の活用 

超音波鉄筋探査機を用いて探査した結果を躯体表面にマーキングを行い，等間撮影を行う．撮影した写真を繋ぎ

合わせ補正を行い平面図化する．CAD 図に平面図化した写真を添付し写真に写っている鉄筋探査結果を CAD 上

でトレースし既設鉄筋図面を完成させる．これにより既設鉄筋の位置を把握し補強鉄筋の配置の検討に活用するこ

とで，既設鉄筋への干渉を最小限に抑えた．これらの手順で完成した図面をさらに 3DCAD 図へも反映させた． 

（２）対策その２：既設鉄筋配置の 3D 図面化 
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図 1 施工範囲 断面図 

図 2 削孔出来形図（例） 
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既設構造物の構造図と配筋図を 3D 図面化したものを橋脚ごとに作成し，補強鉄筋の配置の検討に活用した．こ

れにより橋脚ごとの既設鉄筋の位置がより明確にイメージできるようにした（図 2 参照）． 

（３）対策その３：メタルセンサー・鉄筋センサーの使用 

全員でメタルセンサーと鉄筋センサーの講習を受講し使用を徹底した．メタルセンサーは，施工箇所付近にハン

マードリルで削孔し既設構造物鉄筋に接触するようアース用にアンカーを打設し，電流回路を作っておく．実際のコ

ア削孔でコアビットが既設鉄筋に接触した際に電流が通電し，ブレーカーが自動的に落ちる仕組みとなっている．鉄

筋センサーは，コア削孔時コアビットが既設鉄筋に接触すると，高い負荷を感知し自動的に停止する仕組みとなって

いる．電流に反応するメタルセンサーが先行して反応し削孔が停止する特性から，鉄筋センサーはメタルセンサーが

反応しなかった場合の補助機能として併用使用した（図 3 参照）． 

 

 

３．２．問題点①の対策の効果 

（１）写真測量及び既設構造物配筋図の 3D 化 

OLTHO 写真測量の成果を CAD 図化することにより，超音波探査による探査結果を反映させ，記載ミス等の無い

精度の良い既設配筋図を作成することができた．また，配筋図を 3D 化することにより，より内部の既設鉄筋配置を予

測でき，既設鉄筋への干渉を最小限に抑えることができた． 

（２）タルセンサーと鉄筋センサー使用 

2 種類のセンサーの併用を妥協せず行ったことにより，鉄筋損傷を発生させることなく施工を完了することができた．  

 

４．問題点②の対策とその効果 
４．１．問題点②の対策 

コア削孔時の空隙率の上限設定と現場での施工管理をルール

化した．空隙率の上限について，対象断面の設計曲げモーメントと

曲げ耐力の比から余裕度を算出し，最も余裕度の厳しい値を基に

空隙率上限を 25％とした．また，空隙率以外にも設計以上の過掘り

を防ぐため，ケーシング長などまとめた管理表を橋脚毎に作成した

（表 1 参照）． 

４．２．問題点②の対策の効果 

施工ルールを協力会社と共有し各作業箇所の施工前の必ず掲示することを徹底させ，繰り返しの作業になるが最

後までルールの遵守を意識づけた．これにより品質事故を発生させることなく施工完了することができた． 

 

５．まとめ 
本施工において上記で記した対策を妥協せず継続したことにより，既設鉄筋の切断事故を起こすことなく無事完

了することができた．今後も本工事において得た経験を活かし，適切な安全・品質・工程管理を全うしていきたい． 

表 1 現場掲示用施工管理表 

鉄筋センサー付 

コアビット 

アースコード 

メタルセンサー 

トランス 

図４ メタルセンサー・鉄筋センサーの仕組み 図３ OLTHO 写真測量による図面化 
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